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陳 述 書

株式会社 クレハ分析センター

試験委託者 : 環境省

表題 : o‐ニ トロフェノールのヒメダカ (の甥なs j効かeめに対する

急性毒性試験

試験番号 :No.2008 一生 44

本試験は、

厚生労働省医薬食品局長、経済産業省製造産業局長、環境省総合環境政策局

長連名通知「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準に

ついて」 (薬食発第 li21003号、平成 15・11・17 製局第 3 号、環保企発第

031121004 号、平成 15年 11月21日、平成20年7月4日改正)

厚生労働省医薬食品局長、経済産業省製造産業局長、環境省総合環境政策局

長連名通知「新規化学物質等に係る試験の方法について」(薬食発第 1121002

号、平成 15・11・13 製局第 2 号、環保企発第 031121002 号、平成 15年 11月

21日、平成18年11月20日改正)

に従って実施した。

本報告書の試験データの正確性および有効性について確認した。

2010 年 2月 19 日

2010 年 2月19日

.
確認 : 運営管理者
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信頼性保証書

株式会社 クレハ分析センター

試験委託者 ; 環境省

表題 : oーニトロフェノールのヒメダカ (佐脇な s z就かe に対する

急性毒性試験

試験番号 :No.2 008 一生 44

記

▼

-

.,

監査,.査察実施日
報告日

運営管理者 試験責任者
試験計画書の監査 2009年 2月 5日. 2009年 2月 5日 2009年 2月 5日

実験状況の監査,査察
2QO9年 9月 7日

2009年 9月11日

2009年 9月 7日

2009年 9月11日

2009今戸9月 7日

2009年 9月 11日

実験終了後の監査 2009年10月22日 2009年 10月22日 2009年10月22日

組織体制の監査 2009年 8月 7日 2009年 8月 7日 2009年 8月 7日

施設・設備の査察
試験用機器等
施設,設備等

試 験 系
2009年 8月 10日 2009年 8月 10日 2009年 8月10日

最終報告書の監査 2010年 2月19日 2010年 2月19日 2010年 2月 19日

本試験は試験計画書および標準操作手順書に従って実施され、本報告書には試験に使用

した方法、手順が正確に記載されており、試験結果は生データを正確に反映していること

を確認した。

201.0 年 2月 19 日鰍鰯欝 --
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試験実施概要

1. 表題 :o ‐ニ トロフェノールのヒメダカ (公"Zas z就か e均 に対する

急性毒性試験

2, 試験目的 :ヒメダカ (企賜迄sz就かes) を被験物質に 96時間暴露し、死亡率を

測定することによりゞ ヒメダカに対する被験物質の毒性を明らかにする。

3. 試験法ガイドライン :

本試験は、厚生労働省医薬食品局長、経済産業省製造産業局長、環境省

総合環境政策局長連名通知「新規化学物質等に係る試験の方法につい

て」(薬食発第 1121002号、平成15・11・13製局第 2号、環保企発第

031121002号、平成15年 11月21日、平成18年11月20日改正)に従って実

施した。

4. 適用GLP: 本試験は、厚生労働省医薬食品局長、経済産業省製造産業局長、環境省

総合環境政策局長連名通知「新規化学物質等に係る試験を実施する試験
施設に関する基準について ]( 薬食発第 1121003 号、平成 15・11・17

製局第 3 号、環保企発第 ,031121004号、平成 15年 11月21日、平成20年

7月4日改正)に従って実施した。

5, 試験委託者

. 名称 : 環境省

所在地 : 〒100‐8975 東京都千代田区霞が関一丁目2‐ 2

6. 試験受託者

名称 : 株式会社 クレハ分析センター

本社所在地 : 〒974‐8232福島県いわき市錦町落合 16 番地

代表者 :

7. 試験施設

実施施設名 : 株式会社 クレン・分析センター . ‐

所在地 : 〒974‐8232福島県いわき市錦町落合 16 番地
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8. 試験関係者 :

試験責任者 (生物試験室)
試験担当者 (生物試験担当者)

(濃度分析責任者)
(濃度分析担当者)

9, 試験期間

試験開始日 200 9年 2月 5日

実験開始日 200 9年 6月 23 日

(暴露期間 2 00 9年 9月 7日~200 9年 9月 11 日)

実験終了日 2010 年 1月 15 日

試験終了日 2010 年 2月 19 日
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1 被験物質

1,1 名称、構造式および物理化学的性状

化学物質等の名称 :o 一ニ ト
CAS番号凄・梓

構造式

分子式ヰ
分子量*'#

蒸気圧*

水溶解婁r
ヘンリー定数*

酸解離定数 (PKa)*

1-オクタノー形水分配係数

融点*

沸点*
比重 4*

外観“

安定性粁
溶媒に対する溶解性お

供試試料
入手先
入手量
ロット番号附
外観1轡

純度ヰ什

不純物の名称および含有率'"

入手日

:o 一二 トロフエ ノーノレ

88‐75-5

:C6H6N03

:139.11

:0,113 回=Hg(25 ℃ )

:2500 mg/L(25 ℃ )

:1.28E ‐005‐atm・m3/mole(20 ℃ )

:7.23(25 ℃ )-

:1,719

:44,80k:)

:2160C

:1.495

:黄色の結晶~結晶性粉末または塊
:光により変質する。
:アルコール、エーテルに可溶

:

: 25 g× 4 本 (全て同一ロット)

;

:黄色結晶性粉末
:99.9 %( 毛管力ラム CC )

: 記載なし
: 2008年 11月 18日

〔出典〕
* ; SRC PhysProp Database

** : 「製品安全データシー ト MSDS NO JW140221」

(作成日 2001年 9月 1日・改訂日 2008年 8月27日)
***: 「検査成績書 Code No.142‐o2212 成績書発行番号

9446940」 (2008年 1リョ17日)
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o一ニトロフェノール分析法

1, 分析方法

(1) 分析法の概要 ‐

, 検量線の濃度範囲に入るように試験溶液を希釈後、その一定量を UV検出器を備
、
えた高速液体クロマトグラフ (HPLC)に注入し、クロマトグラムと同時にピーク面

積 (カウント数) をデータ処理装置から求める。このピーク面積を用い標準溶液の

検量線から希釈液の濃度を求め、希釈倍率を換算することで試験溶液中の被験物質

の濃度を算出する。 ・

(2)装置および器具

a)高速液体クロマトグラフ :LC A型 島津製作所

め・分離カラム
、

:し columl ODS,‐250 剛 X4,6mm ゐ 化学物欝評価研究機構

c)カラム恒温糟 :Crひ6A型 島津製作所

d)W 検出器 :SPD‐6A型 . 島津製作所

e)オートサンプラー :SI1r6B型 島津製作所

めデータ処理装置 . :0‐R5A型 ・ 島津製作所

g)化学天秤 :AE‐166型 メトラー

h)超音波洗浄器 :Vs‐loom 8200型 井内
.

i)純水製造装置 :Milli‐Q SPT億 ミリポア

j)メスシリンダー :容量 500肌 ‐ 柴田科学

k)メスフラスコ・ :容量 50,100 凪 柴田科学

1)ホールピペッ ト ‐ :容量 2,5,5,10 鵬 柴田科学

m)ゴマゴメピペット :容量 lo nIL 柴田科学

(3)試薬
a)o‐ニトロフェノール :搬 998然ロット番号■■ -
b)純水 :純水製造装置で調製
c)メタノール .: 高速液体クロマ トグラフ用 和光純薬

d)りん酸二水素カリウム :特級 関東化学

(4)試薬の調製

a)緩衝溶液〔1八5 mol/Lりん酸二水素カリウム水溶液〕

りん酸二水素カリウム 9.07 g を純水に溶かし 1000回.とする。 (PH約 5,0程度)

b)溶離液〔メタノール/緩衝溶液 ( 50 / 50 )〕　
　 　

メタノール 500 凪 と緩衝溶液 500 皿 をそれぞれメスシリンダーで取りリザ-
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